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令和５年　第３回大崎市教育委員会定例会会議録

招 集 期 日 令和５年３月１６日（木） 開会 午後３時４８分 閉会 午後５時９分

招 集 場 所 大崎市図書館　研修室１

出席委員等 教 育 長 熊 野 充 利
教 育 長
職 務 代 理 者

青 沼 陽 一

委 員 若 見 朝 子 委 員 佐 藤 寛

委 員 堀 智 恵 子 委 員 早 坂 正 年

欠 席 委 員 ―

傍 聴 者 ―

事 務 局 職 員
出 席 者

教 育 部 長 宮 川 亨 教 育 部 参 事 田 中 政 弘

教 育 総 務 課 長 小 野 寺 晴 紀 学校教育課長 大 場 宏 昭

生 涯 学 習 課 長 古 内 康 悦 文 化 財 課 長 横 山 一 也

地域交流センター長兼
古 川 支 局 長 兼
市 民 会 館 長

中 川 早 苗 図 書 館 長 髙 橋 誠 明

学 校 教 育 課
副 参 事

畑 中 智

書 記
教 育 総 務 課
課 長 補 佐

久 本 裕 ― ―

議案第9号 大崎市教育委員会個人情報の保護に関する法律施行規則

議案第10号
大崎市学校給食センター条例施行規則及び大崎市学校給食費に関する
条例施行規則の一部を改正する規則

議案第11号 大崎市教育委員会行政組織規則等の一部を改正する規則

議案第12号 教育機関の長に対する事務委任規程等の一部を改正する訓令

議案第13号
大崎市教育委員会ハラスメントの防止等に関する要綱等の一部を改正
する告示　

議案第14号
大崎市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部を改正する
規則

議案第15号 大崎市立学校等における災害共済給付の共済掛金に関する規則　

議案第16号 学校部活動地域移行推進室設置規程

議案第17号 大崎市文化財保護補助金交付要綱の一部を改正する告示

議案第18号 大崎市社会教育バスの利用に関する規則の一部を改正する規則

議案第19号 大崎市スポーツ推進委員の委嘱について

議案第20号 「金津流松山獅子躍」の大崎市指定無形民俗文化財の指定について　

議案第21号 人事案件について

報告事項 第３回いじめに関するアンケート調査について

報告事項 標準学力調査の結果について

8 議　　事



教育長 　ただいまから，令和５年第３回大崎市教育委員会定例会を開催いた
します。
　出席委員定足数に達しておりますので，本定例会は成立いたしまし
た。これより会議を開きます。

教育長 　はじめに，令和５年第２回定例会の会議録の承認を求めます。
　内容について，ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議ないものと認め，会議録を承認いたします。

教育長 　次に，本日の会議録署名委員を指名いたします。
　若見委員，お願いいたします。

教育長 　本日の教育委員会定例会への傍聴者については，おられないことを
報告いたします。

教育長 　続いて，私から教育長報告をさせていただきます。
  教育長報告を申し上げます。
　はじめに３月１日に大崎市民会館で開催いたしました「令和４年度
大崎市教育委員会表彰式」について，ご報告いたします。
　この表彰式では，スポーツ及び芸術文化等の面において，めざまし

い成績を収めた市内小・中学生の個人や団体，さらには，教育設備の

拡充等に対し，多大なる寄附をいただきました個人や団体３５１名に

対し，表彰状及び感謝状を授与いたしました。教育委員の皆さまに

も，御多忙にもかかわらず，ご出席いただきましたことに，この場を

お借りしまして，あらためて感謝申し上げます。
　次に，３月６日に公立高校の入学試験が行われました。本年はコロ
ナ感染症の影響もほとんどなく，無事終えられたことにほっとしてい
るところです。
　また，教育委員みなさまにも出席いただきました中学校の卒業式も
無事挙行できました。幼稚園の修了式については１１日から本日まで
に無事に挙行されております。明日の小学校の卒業式につきまして
も，ケース別に感染対策をしっかりと取った上で挙行する予定として
おります。
　次に，県主催Ｗｅｂなわとびでの活躍について申し上げます。古川
第五小学校の６年生が１位から４位までを独占し，５年生が１位，２
位になりました。また，古川第四小学校の２年生が４位となるなど健
闘し，大崎市の児童が素晴らしい記録を残し，大変うれしく思ってい
るところであります。
　次に，学校教育環境整備についてご報告いたします。
　古川西部地区の学校統合の状況ですが，９回にわたる準備委員会を
終え，コロナ禍の中にありながら，さまざまな意見をいただく中で，
本年４月１日の古川西小中学校開校に向け準備を進めてまいりまし
た。
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　各学校の閉校式については，２月２５に志田小学校と古川西中学
校，３月１２日には東大崎小学校で挙行され，３月１８日には高倉小
学校と西古川小学校で予定されております。
　次に，休日の部活動地域移行についてご報告いたします。
　令和４年１２月にスポーツ庁・文化庁より「学校部活動及び新たな
地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」が示さ
れ，令和５年度から令和７年度までの期間を休日の部活動地域移行に
向けた改革推進期間とし，地域の実情に応じて可能な限り早期の実現
を目指すとされました。
　国の方針を受け，２月２２日に体育協会，スポーツ少年団，総合型
地域スポーツクラブ，部活動指導員及び外部指導者を対象に「休日の
部活動地域移行に向けての説明会」を開催し，本市の今後の対応やス
ケジュール，県中体連への登録・大会参加などについて確認いたしま
した。
　当日は，部活動外部指導者，スポーツ少年団の指導者や保護者など
から多くの参加をいただき，地域移行の実現に向け活発な意見交換も
行われました。
　令和５年度からは生涯学習課内に学校部活動地域移行推進室を設
け，関係する皆様のご意見を伺いながら課題や現状を整理するととも
に，部活動地域移行に向けた協議会を設置し，方向性や解決策など，
協議を重ねながら休日の部活動の地域移行の早期実現を目指していき
たいと考えております。
　最後に，２月１０日から３月３日まで行われました令和５年第１回
大崎市議会定例会については，予算特別委員会では，新年度予算を審
議いただき，教育委員会としての方針や対応について，丁寧にご説明
申し上げ，承認をいただいたところでございます。
　本日の委員会では，各関係規則等の改正，大崎市スポーツ推進委員
の委嘱及び人事案件に関する議案などを提出いたしますので，よろし
くお願い申し上げます。
以上で教育長報告を終わります。

教育長 　ただいまの教育長報告について，何かご質問はございませんでしょ
うか。

（質疑なし）

教育長 　それでは，質疑がないものと認め，教育長報告につきましては，以
上とさせていただきます。

教育長 　次に，日程第１　議案第９号　「大崎市教育委員会個人情報の保護
に関する法律施行規則」を議題といたします。

　教育総務課長　説明願います。

教育総務課長 　議案第９号　「大崎市教育委員会個人情報の保護に関する法律施行
規則」についてでございます。資料につきましては１ページをお開き
願いたいと思います。

　本件につきましては，個人情報保護に関する法律が改正され，これ
まで地方自治体ごとに条例を制定し，個人情報を取り扱ってきたとこ
ろでございますが，全国で統一した基準に基づき取り扱うことにな
り，根拠法令が条例ではなく法律を根拠として取り扱うことになった
ため，教育委員会の規則を全部改正するものとなります。内容といた
しましては記載の通りとなります。
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　市長が取り扱う個人情報の例によるというものになるものでござい

ます。

　ご審議のうえ，ご承認賜りますよう，よろしくお願いいたします。

教育長 　ただいまの説明に対し，何かお聞きしたいことがあればお出し願い
ます。

（質疑なし）

教育長 　質疑がなければ，本案についてご異議なしと認め，原案のとおり決
定いたします。

教育長 　続きまして，日程第２　議案第１０号　「大崎市学校給食センター
条例施行規則及び大崎市学校給食費に関する条例施行規則の一部を改
正する規則」を議題といたします。

　教育総務課長　説明願います。

教育総務課長 　議案第１０号　「大崎市学校給食センター条例施行規則及び大崎市
学校給食費に関する条例施行規則の一部を改正する規則」でございま
す。資料につきましては２ページから９ページとなります。
　本件につきましては，３つの事項に係る一部改正となります。１つ
目といたしまして，学校給食の食材値上がりに伴う学校給食費の１食
単価の見直しについて。続いて，田尻子育て支援総合施設すまいる園
について，学校給食センターからの給食提供を終了し，すべて同園に
おいて提供すること。続いて３つ目が大崎市古川西小中学校の設置に
伴い，同校への給食提供を開始することについて。以上が主な概要と
なっております。
　一部改正の内容でございますが，学校給食センター条例の施行規則
では，別表に規定する学校給食の対象から，田尻子育て支援総合施設
すまいる園を削ること。続いて学校給食費に関する条例施行規則で
は，１食単価の引き上げに伴い第６条第１項第３号及び別表中の額を
改めること。田尻子育て支援総合施設すまいる園の保育所部門４・５
歳児に係る規定を削ること。別表に，新たに表を設け古川西小中学校
（義務教育学校）の給食について規定すること。園児児童及び生徒に
対して実施する学校給食は，令和５年度に限り据え置きの措置を講じ
るものを追加するもの。その他文言の所要の改正となるものでござい
ます。
　資料については２ページから９ページと関連のところを提示させて

いただいているところでございます。

　ご審議のうえ，ご承認賜りますよう，よろしくお願いいたします。

教育長 　ただいまの説明に対し，何かお聞きしたいことがあればお出し願い
ます。

堀委員 　田尻の子育て支援施設すまいる園なのですが，金額云々ではなく，
今まで給食センターからだったものをどういった理由というか流れで
そこで作ることになったのか，結構な園児の数になりますよね。２０
０人近い。それが，そこで調理する場所がちゃんととれるのかどう
か。その辺を聞かせてください。
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教育総務課長 　こちらにつきましては，基本的にすまいる園の方で，幼稚園部門に
つきまして，人数が減ってきている状況でございまして，基本的に，
これまでの法律で言いますと，保育所を含めてその施設内で作るとこ
ろを、特例で別立てのものを使って給食センターから持っていけるよ
うな形にしていたのですが，そういった意味からも，今の人数に対し
て，残っているスペースを含めたところで同園内で提供できると判断
しましたので，それを踏まえて，今回，給食センターからの提供をや
めることとし，同園内の施設でやっていくということになっておりま
す。

教育長 　ほかに質疑がなければ，本案についてご異議なしと認め，原案のと
おり決定いたします。

教育長 　続きまして，日程第３　議案第１１号「大崎市教育委員会行政組織
規則等の一部を改正する規則」を議題といたしますが，本議案につき
ましては，日程第４，議案第１２号，日程第５，議案第１３号の議案
と関連がございますので，これら議案を一括して議題といたします。

　教育総務課長　説明願います。

教育総務課長 　議案第１１号「大崎市教育委員会行政組織規則等の一部を改正する
規則」でございます。本件につきましては令和５年４月１日からの機
構改編，同日に開校を予定している古川西小中学校の設置に伴い関係
規則を整備するものであります。資料につきましては１０ページから
３５ページということで，関連の規則というものが多岐にわたってい
るところでございます。
　一部改正の内容でございますが，機構改編につきましては，古川支
局，各支所に係る規定を削ること。古川西小中学校設置の関係につき
ましては，東大崎小学校，志田小学校，西古川小学校，高倉小学校及
び古川西中学校に係る規定を削ること，古川西小中学校に係る規定を
追加すること，義務教育学校に係る規定を追加する。その他文言等の
所要の改正を実施するものでございます。
　続きまして，議案第１２号「教育機関の長に対する事務委任規程等
の一部を改正する訓令」でございます。こちらつきましては３６ペー
ジから５６ページと多岐にわたっているところでございます。こちら
も先ほど説明申し上げました通り，要因といたしまして，４月１日か
らの機構改編，古川西小中学校設置というところで，関係規則の整備
をするという形になります。
　一部改正の内容でございますが，古川支局，各支所に係る規定を削
ること。東大崎小学校，志田小学校，西古川小学校，高倉小学校及び
古川西中学校に係る規定を削ること，古川西小中学校に係る規定を追
加すること，義務教育学校に係る規定を追加すること，工事及び契約
に関する専決区分等の整備を実施するほか，その他文言等の所要の改
正を実施するものでございます。
　続きまして，議案第１３号「大崎市教育委員会ハラスメントの防止

等に関する要綱等等の一部を改正する告示」でございます。こちらは

５７ページから５９ページとなるものでございます。こちらも先ほど

の通り，要因といたしまして，４月１日からの機構改編，古川西小中

学校設置に伴いまして，関係告示を改正するものでございます。
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　内容でございますが，義務教育学校に係る規定を追加すること，学

校の長に係る規定を整備，支局及び支所に係る規定を整備，義務教育

学校前期課程の児童に対応する改正を実施するものでございます。
　以上の説明となりますが，ご審議のうえ，ご承認賜りますよう，よ
ろしくお願いいたします。

教育長 　ただいまの件につきまして，質疑はありませんか。

（質疑なし）

教育長 　質疑がなければ，議案第１１号から同第１３号までの各議案につい
て，ご異議なしと認め，原案のとおり決定いたします。

教育長 　次に，日程第６　議案第１４号　「大崎市立小学校及び中学校の通
学区域に関する規則の一部を改正する規則」を議題といたします。

　学校教育課長　説明願います。

学校教育課長 　議案第１４号　「大崎市立小学校及び中学校の通学区域に関する規
則の一部を改正する規則」についてご説明いたします。議案資料につ
きましては，６０ページ及び６１ページをご覧ください。

　今回の改正につきましては，古川地域の鶴ケ埣行政区につきまし
て，人口及び世帯数の増加によりまして，行政区を２つに分区するこ
とから，通学区域に関する規則の別表第１及び別表第２中の通学区域
の鶴ケ埣の表記を，鶴ケ埣西，鶴ケ埣東に改めるものでございます。

　以上議案１４号提案説明といたします。ご審議のうえ承認賜ります
ようお願い申し上げます。

教育長 　ただいまの説明に対し，何かお聞きしたいことがあればお出し願い
ます。

（質疑なし）

教育長 　質疑がなければ，本案についてご異議なしと認め，原案のとおり決
定いたします。

教育長 　続きまして，日程第７　議案第１５号　「大崎市立学校等における
災害共済給付の共済掛金に関する規則」を議題といたします。

　学校教育課長　説明願います。

学校教育課長 　議案第１５号　「大崎市立学校等における災害共済給付の共済掛金
に関する規則」についてご説明いたします。議案資料につきまして
は，６２ページ及び６３ページをご覧ください。
　この規則は，教育委員会が，独立行政法人日本スポーツ振興セン
ター法，平成１４年の法律第１６２号第１７条第４項の規定に基づ
き，学校等に在籍する園児児童及び生徒の保護者から徴収する共済掛
金に関しまして，あらかじめその根拠となる額や免除の要件等を定め
ておくものでございます。
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　以上，議案１５号提案説明といたします。ご審議のうえ承認賜りま
すようお願い申し上げます。

教育長 　ただいまの説明に対し，何かお聞きしたいことがあればお出し願い
ます。

（質疑なし）

教育長 　質疑がなければ，本案についてご異議なしと認め，原案のとおり決
定いたします。

教育長 　次に，日程第８　議案第１６号　「学校部活動地域移行推進室設置
規程」を議題といたします。

　生涯学習課長　説明願います。

生涯学習課長 　議案第１６号　「学校部活動地域移行推進室設置規程」についてご
説明させていただきますいたします。ページは６４ページになりま
す。
　先ほどの教育長報告にありました通り，４月１日から生涯学習課内

に学校部活動地域移行推進室を設置いたしますのでその設置規程を定

めるものでございます。内容については記載の通りとなっておりま

す。主に事務分掌についてといった内容になっております。

　ご審議のうえ承認賜りますようお願い申し上げます。

教育長 　ただいまの説明に対し，何かお聞きしたいことがあればお出し願い
ます。

青沼委員 　生涯学習課内に設置ということでありますが，学校部活動というこ

とで，学校教育の中における課程であったわけですから，学校教育課

などの意見を取り入れないといけないと思うし，会議の時はぜひそこ

に入ってもらって進めないと，独立独歩では進められないかなと思う

のですね。その辺の配慮をお願いしたいと思います。以上です。

宮川部長 　学校部活動の地域移行を進めるにあたっては，生涯学習課だけでは
進めることは難しいと考えておりますので，今後も学校教育課であっ
たり市長部局のまちづくり推進課とも連携をしながら，今後，部活動
の地域移行を進めて行きたいと考えております。どうぞよろしくお願
いいたします。

教育長 　よろしいでしょうか。
　それでは，本案についてご異議なしと認め，原案のとおり決定いた
します。

教育長 　次に，日程第９　議案第１７号　「大崎市文化財保護補助金交付要
綱の一部を改正する告示」を議題といたします。

　文化財課長　説明願います。

文化財課長 　議案第１７号　「大崎市文化財保護補助金交付要綱の一部を改正す
る告示」についてご説明申し上げます。資料については６５ページと
なります。
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　本要綱につきましては市内にある無形文化財，無形民俗文化財の保
護と活用を図るために交付する補助金の根拠となる要綱でございます
が，要綱の題名からいたしますと，無形文化財のみを対象としている
ことが判別できないことから，題名を変更し，対象事業と補助金の額
を明確にしたほか，様式につきましては，事業計画書と収支予算書，
事業報告書と収支決算書を一つの様式にするなど，所要の改正をした
ものでございます。
　なお，有形文化財の修理や天然記念物である樹木の樹勢回復などに
関する補助金につきましては，その事業に対して必要な事項等を教育
委員会が事業者に指示したり，必要な場合は指揮監督するなど，行政
処分としての性格を有することから条例によって規定しおりまして，
一方，神楽や謡曲など無名民俗文化財などの活用，活動に対しまして
は，行政処分の性格を有さないということから要綱に基づき補助金を
交付することとしてございます。
　説明は以上となります。ご審議のうえ，承認いただきますようお願
いいたします。

教育長 　ただいまの説明に対し，何かお聞きしたいことがあればお出し願い
ます。

（質疑なし）

教育長 　質疑がなければ，本案についてご異議なしと認め，原案のとおり決
定いたします。

教育長 　次に，日程第１０　議案第１８号　「大崎市社会教育バスの利用に
関する規則の一部を改正する規則」を議題といたします。

　地域交流センター長　説明願います。

地域交流セ
ンター長

　ご説明申し上げます。議案資料は８０ページになります。「大崎市
社会教育バスの利用に関する規則の一部を改正する規則」でございま
す。
　現在社会教育バスにつきましては，市所有のバス２台ならびに貸切

バス事業者所有の車両２台を借り上げまして４台で運行しているとこ

ろでございます。本年，複数年の運行管理委託契約が終了するという

ことで，これまでの運行実績等，内容を精査したところ，バス２台で

事業目的が達成できると判断したことから，市所有バス２台に減車し

て，本規則の所要の改正を行うということでございます。
　内容につきましては，新旧対応表の方にございますが，現行では第
１号の方に３３人乗り２台，２号の方には２５人乗り１台，略となっ
ておりますが，第３号には２２人乗り１台ということで，現在４台と
いうことになってございます。これが今回市所有のバスのみ残すとい
うことで，改正案のほうでは３３人乗りが１台，２号でありました２
５人乗りの１台が削除になります。もう１台の，略となっております
２２人乗りの１台とで，２台ということで，令和５年４月１日から施
行を予定したいという風に考えております。
　ご審議のうえ，承認賜りますようお願い申し上げます。

教育長 　ただいまの説明に対し，何かお聞きしたいことがあればお出し願い
ます。
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若見委員 　社会教育バスの件なのですけれども，私は先ほどの会議でもありま

したが，人を移動するという点で，こちらのバスをいつも活用させて

いただいております。コロナ禍でなかなか人を移動するということが

今までなかったんですけれども，今後，人を移動させる手段では，こ

ちらのバスの有効活用を今後とも推進していきたいなとは思っている

のですが，今後の利用状況により，次年度はもう少し考えていただく

というか，そのような考えはございますかお聞かせください。

地域交流セ
ンター長

　今ご指摘ありましたけれども，現在この社会教育バスの目的なので
すが，社会教育の振興ということで，当初合併した時に各市町で持っ
ていたバスを有効に使いうということで８台ございました。それが
年々目的を達成するために使っていたのですが，本来は公民館事業に
使うということで運行していたのですが，毎日公民館の事業，移動研
修をやってるわけではないので，空いているときは行政でも使いま
しょう，さらに行政で使ってもさらに空いている時は社会教育団体さ
ん等の移動研修にも使いましょうということでこの間運営してきたと
いうことがございます。
　議会でもちょっと質疑がございましたけれども，基本的には公民

館，社会教育事業等に関する部分については，優先的にこの２台で運

行しますし，行政の部分も一定程度運行可能だということ，それから

社教団体についてもある程度この２台で運行可能だという判断でござ

いましたし，将来的な問題についても若干議論させていただいてるの

ですが,自家用バスの運行基準というものが，非常に今，道路運送法

が変わってまいりまして，厳しくなっております。
　いわゆる事業目的，例えばですね市町村バスを持っていても，いろ
んな移動手段に使っていいということにはならないといいますか，そ
うなりますと白バス行為というようなところで，観光バス事業者，貸
切バス事業者等バス協会からの指摘を受けるということもあって，将
来的には，公民館で使う，あるいは教育委員会で何か移動に使うとい
う部分は，予算化をして貸切バス事業者のバスを借りて運行したいと
いう風に考えております。

　ただこれまでも社教団体さんに使っていただいてたという経過もご
ざいましたので，その部分については、例えば事業で使う場合のバス
の借り上げの助成制度といったものを構築する必要があるのではない
かというところも、市長の方からもご意見もいただいておりましたの
で，５年度中にその辺りを整理してというような考えも持っていると
ころであります。
　いずれにしても，団体の方でそういった研修に使う場合はご相談し
ながら，できるだけそういった活用をしていただけるようには努力は
していきたいと思いますので，よろしくお願いいたします。

教育長 　よろしいでしょうか。いろいろな方向性もありますけれども，５年
度中にはちょっと整理もさせていただきながら，そのような方向で進
みたいということであります。
　質疑がなければ，本案についてご異議なしと認め，原案のとおり決
定いたします。

教育長 　次に，日程第１１　議案第１９号　「大崎市スポーツ推進委員の委
嘱について」を議題といたします。

　生涯学習課長　説明願います。
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生涯学習課長 　議案第１９号　「大崎市スポーツ推進委員の委嘱について」ご説明
申しあげます。８１ページになります。
　こちらは新規で推薦のあった方，古川地域から遠藤恒雄様という方
が推薦ありまして，新たにスポーツ委員に委嘱するものでございま
す。任期につきましては，本来２年任期で，令和４年から令和６年３
月３１日までなのですが，後ろを合わせるということで，全員の在任
期間と合わせまして１年間ということになっております。
　ご審議のうえ承認賜りますようお願い申し上げます。

教育長 　ただいまの説明に対し，何かお聞きしたいことがあればお出し願い
ます。

（質疑なし）

教育長 　質疑がなければ，本案についてご異議なしと認め，原案のとおり決
定いたします。

教育長 　次に，日程第１２　議案第２０号　「「金津流松山獅子躍（かなつ
りゅうまつやまししおどり）」の大崎市指定無形民俗文化財の指定に
ついて」を議題といたします。

　文化財課長　説明願います。

文化財課長 　議案第２０号　「「金津流松山獅子躍」の大崎市指定無形民俗文化
財の指定について」についてご説明申し上げます。資料は８２ページ
と別冊の資料編では１３ページにこれまでの経緯や１４ページには写
真等も掲載しておりますので，こちらの方もご覧いただければと思い
ます。
　文化財の名称でございますが「金津流松山獅子躍」，文化財の分類
といたしましては無形民俗文化財でございます。
　内容といたしまして，獅子の頭部を模した獅子頭とそこから垂らし
た布で上半身を隠しササラを背負った踊り手が，獅子の動きを表現す
るように上体を大きく前後に揺らし，歌を歌いながら太鼓を叩き，激
しく飛び跳ねて踊る「太鼓踊系」の鹿踊りとなっております。

　由来といたしましては，１８世後半から１９世紀初頭にかけて，仙
台藩の砲術家が創始したと考えられ，１８０１年には松山次橋地区か
ら現在の奥州市江刺区の金津流石関獅子踊組伝授され，平成６年に松
山で獅子踊を復活させた際には，逆に石関獅子踊組から継承してお
り，松山次橋からの直系の伝承となるもので，歴史と伝統のある獅子
踊ということになります。 
　復活してから約３０年近くになりますが、，松山地域での継承の手
段としまして，平成１４年度から現在まで松山小学校の４年生から６
年生の総合学習で取り組まれており，継承の仕組みが出来上がってい
ることから，今回大崎市指定無形民俗文化財への指定についてお諮り
をするものでございます。
　説明は以上となります。
ご審議のうえ承認賜りますようお願い申し上げます。
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教育長 　ただいまの説明に対し，何かお聞きしたいことがあればお出し願い
ます。

（質疑なし）

教育長 　質疑がなければ，本案についてご異議なしと認め，原案のとおり決
定いたします。

教育長 　次に，日程第１３　議案第２１号「人事案件について」を議題とい
たします。

青沼委員 　発議。

教育長 　発議がございましたので，認めます。
　青沼委員。

青沼委員   人事案件でありますので，教育委員会会議規則第５条第１項の規定
により，議案第２１号を秘密会とすることのお取り計らいをお願いい
たします。

教育長 　お諮りいたします。
　議案第２１号を，秘密会とすることにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

教育長 　ご異議なしと認め，議案第２１号を秘密会といたします。
　教育部長，教育部参事，教育総務課長を除き，そのほかの方々はご
退室願います。

　暫時休憩します。

（退出者入場後，再開）

教育長 　それでは，再開いたします。

教育長 　報告事項に入ります。

教育長 　はじめに，（１）「第３回いじめに関するアンケート調査につい
て」の報告をお願いします。

　学校教育課副参事　報告願います。

副参事 　資料１，カラー刷りのものが資料２となっております。資料２につ
きましては，中のページの6ページのものをカラー刷りしたもので，
見やすく印刷したものでございまして， 中身は同じでございます。
見易い方をご覧いただきたいと思います。いじめアンケート調査の結
果についてご報告申し上げます。
　１月１０日から各学校で行いました，第３回いじめに関するアン
ケートの結果についてのご報告でございます。
　まず６ページから８ページにわたりご説明いたしますのでお開き頂
きたいと思います。
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　前回１０月に実施いたしましてそちらと比較したところ，今回，小
学校６年生，中学校１・２年生とも，いじめの発生件数は減少傾向に
あるということがわかりました。 
　これまでコロナ感染拡大を予防しながら，教育を守る活動と命や健
康を守る活動の両立を図ってまいりました。 
　その中でいじめの早期発見に努めるとともに，各校が誹謗中傷等の
いじめにつながることのないよう，指導を継続的に行ってきた結果が
現れたものと考えております。 
　減少傾向とはあるのですが，１回のアンケート結果ではございます
ので，この結果を基にさらなる情報共有を図りながら，今後も早期発
見に努めるとともに，早期に対応いたしまして，保護者の理解協力を
いただきながら，いじめあるいはトラブルの解消につなげたいと考え
ております。
　下段の部分，４番　相談相手のところでございますが，相談相手に
ついて家族を選んだ児童生徒の割合は，１０月と比較いたしまして，
小学校６年生，中学校２年生で増加，中学校１年生は減少となってお
ります。友達を選択した児童生徒につきましては， 小６，中１で増
加，中学２年生で減少となっております。 
　全体の傾向といたしましては，相談しないと答えた児童生徒の割合
は減っており，先生あるいは養護教諭を選択した児童生徒の相談が増
えております。 
　また，スクールカウンセラーへの相談の増減もありますが，この学
年も概ね５パーセント程度いるということが分かっております。 
　学校生活での先生と絆を深めることによりまして，信頼を高めてく
るとともに，家族との時間が改めて大事にされたことが数値に現れた
ものと推察いたしております。 
　今後，教員あるいは養護教諭が児童生徒としっかりと関わることに
努めまして，よき相談相手となるよう児童生徒に寄り添うとともに，
生徒同士の自浄作用に向かうよう対応を進めてまいりたいと思いま
す。
続きまして９ページをお開きください。いじめの対応についてです。 
　こちらについては，どの学年においても悪口・冷やかしがこれまで
と同様１番多くなっております。 

　何気ない子供たちの言葉がいじめにつながっているということが伺
えます。

　また，SNS上でのいじめは小学校では２件，中学校１年生２年生で
はございませんでした。 

　昨年度からの１人１台のタブレット端末の配布もありましたことか
ら，学校におきまして情報リテラシーの指導の充実をさらに図ってま
いりたいと考えております。
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　いじめ等の相談相手についてですが，表の通り詳細を示したものも
ございます。 
　全体的には数は少なくなっておりますが，特定の人に相談する傾向
が見られております。
　１０ページでございます。 その他として，誰にも相談しないとい
う風に答えた割合は，先ほど申し上げましたように６年生は若干の増
加となっておりますが，中学校１・２年生では減少傾向となっており
ます。 小学校では，上の部分なのですが，担任の先生以外という部
分が，中学校１年生では，塾や習い事の先生と 相談相手をその他と
して選んだ児童生徒もいました。
　今後も各校において，１人で悩まず誰かに相談することで解決につ
ながったり，あるいは悩みを打ち明けることで気持ちが整理すること
ができたり， そういうことを継続して指導していく必要があると考
えております。
　下段の部分，相談しない主な理由の一覧ご覧ください。 
迷惑をかけたくない，心配をかけたくないと回答する児童生徒が多
く，次いで，勇気がない，怖い，不安， 言いにくい，言いたくな
い，自分で解決したいと回答する児童生徒と続いております。教員保
護者友達で，そのケースやその子供たちの気持ちに応じた支援が求め
られてると考えております。 
　また，中には，信用していない，相談したいと思わないと回答する
児童生徒がいることも大変心配です。 
　このような児童生徒への，日頃からの教員や家族との関わりを十分
に大事にしていかなければならないと考えております。
　続きまして１１ページをご覧ください。
　もし，あなたがいじめをしたらどんな気持ちになるかという質問に
なります。 
　小中学校ともに，後でいやな気持ちになると答えた児童生徒が多く
おります。これまでの各校での道徳あるいは学級活動などにおける人
権教育に関わる取り組みが児童生徒の心の変化に現れているものと考
えております。
　その他の内容といたしましては，少数ではありますが，実行してい
る時は楽しいけれど，あるいは，笑ってしまう，と回答する児童の心
情も見逃すことはできません。いじめは決して容認されるべきもので
はないということについて，あらゆる場面で指導していかなければな
らないと感じております。
　続きまして１２ページをご覧ください。
　いじめを無くすためにあなたがしたいことは何ですか。という質問
に対して積極的な声が寄せられました。 

１番多いところでは，やはり仲良くする，また，悪口を言わない，声
をかけるなどが各学年で多く，その声をかけることの大切さも感じて
る児童生徒が多いということがわかりました。

その他の記載の中には，ポスターを作って呼びかける，相手の気持ち
を考えて行動する，勇気を持って立ち向かうのを手伝う， 使う言葉
に気をつけるなど，いじめをなくすための方策を真剣に考えている様
子が思い浮かびます。 

中には，巻き込まれないようにする，嫌な人と関わらないなど，距離
を置こうとする児童生徒もいます。
　今後も児童生徒１人１人が自己有用感を持ち，他とのより良い関わ
りを築きながらいじめの早期発見に努めるよう，各校の指導を伝えた
いと思います。 
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　１３ページには今回新たに，学校生活が楽しいですか　という項目
で質問をしました。
　おおむね，学校生活が楽しい，大体楽しいと答える児童生徒が多い
のですが，やはり中にはあまり楽しくない、楽しくないと答える児童
生徒もおります。子供たちの居場所をしっかりと確保しながら，魅力
ある学校作りを推進するよう，今後も指導してまいりたいと考えてお
ります。
　１４ページをお開きください。　１４ページからは小学校，後半に
は中学校のいじめ防止の取り組みをまとめております。
例えば小学校では，児童が自発的にいじめを防止する実行委員を立ち
上げ動画作成や子供相談所を開設したり，早期発見のために月１回の
学校生活アンケートあるいは定期的な個別面談，「あのね相談ポス
ト」などの設置などの実施が挙げられております。
　１８ページからは中学校になります。相談フォームの活用や，２者
面談の活用， チャンス相談など生徒の把握に努めております。現場
での先生方の熱心な取り組みとその努力が見受けられます。 引き続
き，いじめ見逃しのない学校づくりに力を注いでいくよう指導してま
いります。
　いじめに関するアンケート調査についてのご報告は以上となりま
す。

教育長 　ただいまの件につきまして，ご質問はありませんか。

参事 　今回，３回目のアンケートの結果ということで，概略についてとい
うことで，今，話があったわけなんですけれども，今後ということを
ことを考えていった時に，今，国の方ではいじめの重大事態，これを
市単位ではなくて，国の方にもきちっと報告しながら，組織全体で対
応していかなければいけないという大きな問題。それから警察との連
携。そういったところも含めた対応がこれから求められていきます
し，そういった組織を活かした体制作りっていうのが必要になってま
いりますので，補足ということでここでお話をさせていただきます。

早坂委員 よろしいですか。基本的なところで。
グラフの見かたなんですけれども，まず６ページですが
単位がパーセンテージになっていて，縦軸が２０％まで目盛があっ
て，具体的に言うとこの令和４年の１月のSNSでいじめを受けてい
るっていうのは１パーセントぐらい。
全体的には0.2パーセント程度と0.1パーセントから0.2パーセントと
いう数値になります。
　パーセントになると，実際どれぐらいの数の子供がいるのか，とい
うのがなかなか見づらくて，個数がちょっと見えなくて，そういった
意味で，このグラフで見ると少なく見えるんですけど，もしかしたら
結構いるのかなというところが気になったんですね。なので次回から
でいいと思うのですけれど，人数も記載，もしくは母数も記載して，
大体どれぐらいの子供がいじめを受けているのかといういうのも，
ぱっとわかるようになっているとすごくわかりやすいなっていう風に
思います。

青沼委員 　実は私も気づいていて，パーセンテージだと見えない。そしていじ

めとかどうこうというのは，個を大事にしていくという考えから言っ

ても，個数が見えないとまずいのではないかなという風に思ったの

で，切り替えた方がいいかなというのは提案しようと思ってました。
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副参事 　確かにグラフですね，平成22年度からこのような形をとっておりま

したが，合わせて全体的な傾向はこのように見えるんですけれども，

やはり個数をこちらで提示できるように作成したいと思います。

若見委員 　スクールカウンセラーの活用法なんですけど，学校によって相談は
どちらからという形になると思うのですけれども，子供からなのか，
親からなのか，相談がなければスクールカウンセラーと面談はできな
いとか， 色々学校によって相談するシステムがちょっと違うのかな
という風に私は感じているのですが，どのような状況か教えていただ
いてもよろしいですか。

副参事 　過去の状況にもよって，取り組み方の工夫はされております。学校

の方から，教員から促して，スクールカウンセラーさんに繋いだりと

か、あるいは保護者からの要望もあって，保護者がスクールカウンセ

ラーさんと面談をしたいと言って，保護者からも行ったりということ

もありますし，子供と一緒にという風な形もございます。
　その辺りは，その状況，ケースによって，様々に異なりますので，
１番は，おっしゃるように，相談しやすさがどの程度あるかというと
ころがありますので、学校からは，何曜日に何時から何時までスクー
ルカウンセラーさんが来てますよというものは周知しているところで
はございますので，その辺りを踏まえて、活用を図ってまいりたいと
いう風に考えております。

若見委員 　あともう1点なんです。スクールカウンセラーとの関わりを持って
いるっていう子供さんとも，ちょっとお話する機会があっての話なの
ですけれども，やはり何も解決してくれなかったからもう会うのはや
めた，などという声も正直聞こえてきたりしていて，その後やっぱり
不登校になってしまったというような，実際にあるようなお話を聞く
機会が結構あるんですね。そういう時というのは学校でどんな指導に
なってるのか。

副参事 　スクールカウンセラーさんの相談については，学校とも共有をする
ようになっております。 
　こちらはもちろん，スクールカウンセラーさんの中でとどめておい
てほしいっていう中身についても，そのケースによってしっかりと管
理職に伝える場合もございますし，担任との共有といういうところも
ございます。
　ただ実際のところ，スクルカウンセラーさんと今若見委員がおっ
しゃったように，全てを解決する場ではないので，あくまで相談を受
け付けると。 そして，お話を聞いたり，助言をすることもあります
し，あと，各方へしっかりとそういった中身を伝えてよいかという了
解のもとに伝えたりということもございますので，そういった情報共
有はできているのですけれども， ただ，スクールカウンセラーさん
だけで解決するというのは，なかなか難しい状況があるのかなという
風には感じております。
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　ですので，今のケースの場合で言いますと、スクールカウンセラー
さんとの関係性がうまく取れなくて，そこに流れてしまったという状
況というのは，やはりその情報共有とともに学校としてのアプローチ
が，じゃあ，次の１点はどういう風になっていくか，というところの
見通しがどのようになっていたかというところは，定かではないのか
な，その辺りがどうだったのかなというところは感じるところでござ
います。

若見委員 　ありがとうございます。
　あともう1つ。いじめを受けた時誰に相談しますか　で，ネット上
の友達（Lineを含む）というところがあって，実際本当にこの数は全
然，２倍ぐらいの方が多分されてるんだろうな，なんて私は感じると
ころもあるんですね。 
　で，なおかつ病院の医師いうのが，小学校６年生１，中学校１とい
うこれぐらいの数に収まっているというのが，本当にこれは現状把握
してるのだろうかという風にちょっと疑問を感じるところもあって， 
もうちょっと深堀りできるような機会があれば，深堀りしていただけ
たら嬉しいなといういう風に，少しこの資料を見て思いました。

副参事 　確かに，おっしゃるように，このアンケートは本当に，あくまでそ
の時の児童生徒の，その時の心の内を素直に書いている子もいれば，
やっぱりこう留めようかな，やめようかなっていう風に，その気持ち
の揺れ動きは確かにあるのではないかなと思います。
　ですので，アンケートで全てが拾えるかというと，そうではないと
いうのも重々承知しているところではございます。
　こちらは，全体的にやはり市として児童生徒の状況を把握するため
のものでございましたので，あくまでこれはきっかけとして，学校で
しっかりとした児童生徒への心のケア，あるいは相談体制をしっかり
と十分にとっていくということは，日々努力しなければならないとい
う風に感じております。

青沼委員 　各校の手立てというか，これはもちろん校長会にもあれしてると思
うので、校長さん方には，自分のところの実態にあった形で手立てを
考えてるはずなんだけど，ぜひあの真似っこしてもいいから，やっぱ
り自分のところもいいなと思ったのを取り入れるっていう感はありま
した。スクールカウンセラーさんって，SSWも含めてあるんでしょう
けれども，さっき若見さんの言った通りで，その他のケアハウスも全
て解決できないパターンもあります。割と多いかもしれないていうこ
とは，親御さんのご理解がなかなか得られないっていうのが，じゃあ
親が悪いのかって言いませんけれども，そこの姿勢にというのもあっ
て，だから別な相談の窓口にこられて相談していくということは大事
なんですよね。逆に。だから，そういうことをしっかり公でできる範
囲というのもあるはずなので，その方がお願いしたいなという風に思
いました。

教育長 　ほかになければ，本案については了といたします。
　頂いた意見をもとにして，なおよりよいデータと，それからいじめ
撲滅に向けて，努力をしてまいりたいと思います。
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教育長 　続きまして，（２）「標準学力調査の結果について」の報告をお願
いします。

　学校教育課副参事　報告願います。　

副参事 　それでは資料３をご覧ください。表紙にあります通り，２学期，こ

れは２回目の実施となります。前回，１回目の４月に行ったものか

ら，各校で指導を重ねて，今回というところになっております。実施

日，実施対象，実施人数等はご覧いただきたいと思います。
　１ページお開きいただきまして，本市の状況をお伝えいたします。
大まかな考察についてや結果については，下の欄のところに記載して
おりますので，そちらをお読みいただければと思います。 
概ねですね，正答率が下回っているっていう結果が出ております。小
１については全国値とほぼ等々というところがえ、結果として出てい
るところでございました。

　こちらが正答率，達成率の状況でございます。
　続きましてお開きいただいた２ページ目ですが，番号を振っており
ませんでしたが，２番関係別平均正答率。こちらもご覧いただきたい
と思います。やはり小１が結果としては全国値と同等であるんです
が，やはり小２小４のところで下回ってるところが大きいというとこ
ろです。右側，次の隣ですが、中学校につきましては，中１について
は目標値との大きな乖離はなかったのですが，中２で，全ての項目に
おいての下回りが大きかったというところでございました。 
　以下，次のページからも領域別・解答形式別平均正答率そして次の
ページが内容別平均正答率が出ております。こちらざっとご覧いただ
きまして，５番正答率度数分布状況，そして上位群の割合等ありまし
て，最後に７番経年経過というところまでしております。　多少なん
ですが，良いところを見つけますと，小学校５年生が比較的上昇傾向
にあるというところがあります。 
　その辺りは，いい経過かなという風に見ておるところでございまし
た。また，中２においても，昨年度と比較すれば上昇という風に見ら
れております。 
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　今後の対応につきましては１番最後のページになります。
　今後の対応といたしましては，今年度，昨年度と引き続き学力向上
マネジメント支援事業を受けております。令和5年度が大きな節目と
なっておるところでございます。マネージメント大崎方式というもの
で，４つの観点がございます。 
　「カリキュラム・マネジメント」「授業改善」「集団作り」「小・
中連携」こちらはですね，４つの柱を軸といたしまして，学力補助推
進計画をしっかりと立案してまいりたいという風に思っております。
また大崎スタンダード「みのり」というものを作っておりますが， 
先生方の授業作りへの指針となるよう，今，改善を図ってるところで
ございます。 
　また，家庭学習との連携が必要な部分が大変多くございまして。特
に家庭学習に活用できる課題の工夫をしっかりと図ってまいりたいと
いう風に思います。 
　なお，算数・数学につきましては，課題となっている領域等，こち
らでもしっかりと確認しておりますので，各校重点化した指導をつま
ずき解消期間という，１月２月３月にかけて取り組んできたことを活
かして，４月の全国学力学習状況調査、また標準学力調査に向かって
いかせたいという風に思っております。 
　私からの説明は以上とさせていただきます。

教育長 　ただいまの件につきまして，ご質問はありませんか。

青沼委員 　１つだけお願いが。「みのり」は数年前に出したけれど，出しただ
けではダメだし，これ実際に質問してもいいんでしょうけど。どれだ
け実践化されてるかは、毎年校長さんたち変わるとまたわかんない。
校長以外も含めて、これ毎年やっぱり確認する必要もありそう。そう
でないと継続されていくという要素が強そうだなという風に今思っ
て，あれをある程度守れば，ある程度の成果ももちろんありますか
ら，期待出来て，作った田中参事がいたような気がしますけれどね、
よろしくお願いしたいなと思いました。

副参事 　今年度もですが，来年度は学力向上マネージメント・アドバイザー

の先生がいらっしゃるんですが， そのマネージメント、アドバイ

ザーの先生と，市教委の担当者，あるいは私ともって，各校全校に訪

問させていただく計画を立てております。

　状況確認ももちろんですが，学力向上の年間計画もどのようにこう

立案してるか，これは進捗状況も確認しながら，各校での取り組みを

しっかりと進めてまいりたいという風に考えておりますので，今後と

も色々教えていただきたいと思います。お願いいたします。

堀委員 　各学校訪問した上で，その学校の現状があると思うのですね。その
場合，取り組んで行ってもらうという表現だけではなくて，各学校ど
のくらいのポイントまで上げてほしいというような，この辺のポイン
トまで行きましょう。みたいなそういったような提言というのはされ
るわけですか。学校の現状を把握した上で。
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副参事 　具体的な数値については，各校にどのように設定するかについても
含めて委ねておるところでございます。ただ，大事なのは，数値も大
事ですし，１番は，しっかりとした指導力を先生方につけてもらいた
いたいと。指導力向上，授業改善を図ることによって、児童生徒への
学力が高まっていく。やはりそこが継続的な持続可能な形での実践な
のかなという風に思っております。
　ですので、ポイントっていうところはもちろん，各校では把握され
ているので，その辺りのところまでというところは，子供たちも毎年
変わりますので，比較というのは、なかなか難しい状況ではあるので
すが，ある程度の目的の中などはそれぞれに決めてていただけるよう
促したいな，という風に思っております。

堀委員 　今のことはわかりませんけど，自分の子育てする時代なんかだと，
いろんなお母さん方が，あの先生が担当になればこの教科は必ず力が
つくよとか，こういうやり方をしてこの先生だったらこの教科はって
いう，教育委員会で把握してないような，そういう小さい学校単位の
そういう話もあるので，先生方の指導の仕方次第でこのポイントが上
がるとか上がらないっていうのは， これはちょっと先生方すごくき
ついと思うんです。
やっぱり，どこまでこれを上げたいのか，いつも全国平均をした場
合，いつもこれだけ差があるみたいなのを見せられるのであればね。
スタンダードにいるよりも， 今後また一層活用していくように努力
するっていうか、もっとできた１年何年なるのか、やっぱりある程度
ちょっとこうキリっとした方がいいのかなっていう風に，退職される
くらいのベテランの先生は，昔は自分の担当する子供たちの点数と，
そうじゃない子の点数を校長，教頭先生からこうだって言われて， 
今の時代はそういう意味では，すごく先生たちは楽なんだけれども，
やっぱりそういった時代もあったっていうことをおっしゃるので，少
しこの辺は，もう少し，もう１歩踏み込んだテコ入れというか， あ
の目標値っていうのを定められたらどうかなっていう風には思いま
す。

副参事 　やはりですね，今日教育長の話もありましたけど，初任者層が 確
かに増えているというところもありますし，そういった研修をしっか
りと深めながら，教員同士の学び合いも子供同士の学び合いもありま
すけれども，教員同士の学び合いもしっかりと深めながら指導力向上
を図ったいかなければならないなというに思っております。
　そういった危機感もしっかりと市教委はもちろん持っております
し，各校の校長先生方もあのお持ちでになってると思いますので，そ
ういったところを各学校の状況に合わせた，工夫された取り組みが推
進されればいいな，という風に思っております。

青沼委員 　こういう風に聞いたのはおそらく，各学校がそれぞれ工夫してって
いうのではなく，ある程度教育委員会として，校長会ともちろん話な
いながらだけど，1つの方針を出して取り組むっていう要素がないと
キリっとっていう言葉がでたけど，やっぱりそういうことなのかもし
れないなという。私はね。現職にいた時にそれで悩んでたから，私
はっきり言うけども、やっぱりそれなりに 方針を強くきちっと出し
てほしいということと，あとはやっぱりあの「みのり」は１つの第１
歩だったんだけど，第２として何かあるかっていう。
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　片方でこの学力問題については，いつも私これでまた言うけども，
家庭教育の問題が確実に出てます。例えば，この間からスマホの問題
で，サミットでも情報との関係で小学校でもやってたけど，あれを
PTAが立ち上がって，教育委員会も一緒になって，うちへ帰ったらス
マホは全部取り上げる。そのぐらいの極論でやっただけで，おそらく
３手４手は変わります。 

　ただ，そういう取り組みに来ない人はいいよ，しゃねっていうぐら
い冷たい感じで言って，そういう言い方は教育委員会はできない，で
もＰＴＡだったらできるんだよ実は。ＰＴＡにアクション，今力がな
くなってると言いながらも、ＰＴＡに色々巻き込んでやっていく必要
がありそうですね。そうでないと，今ちゃんとしてる人だけでこう
やってやってても， なかなか厳しいことがあるなと感じてます。こ
れ，ずっとやってきて私も感じてるんで，おそらくなかなか難しいも
ので。さっき親を教育するって話で教育じゃない話したけど，そこが
難しいと。
学習させない。で，そうすると困るっていうことを知らしめなきゃい
けない。だからちょっと冷たいようだけどっていう，堀委員が言って
いる「きついけど」っていうのは，とても大事なところなのかと気づ
かせなきゃいけないっていう部分があって，それを意図的にこっちが
これをやりなさいって，いちいち命令してやるんではなくてという，
みんなで考えなきゃいけないけど，そうではなく，とそう自ずとしな
きゃなみたいな感じ。
　秋田がおそらく，あの頃騒いだ時に成績が上がったのはそれみたい
ですね。私も秋田に何度か学力向上のために行ったんですけども， 
親がちょっと違ってたっていうのははっきり感じましたね。取り組み
がね。結構素直な人と思って，こうやってやりましょうよって言う
と，みんなが一緒になってそうやろうよっていう方が。だから，ま
あ，ちょっとこっちは行政なんでなかなか難しいんだけど，でもそう
いうことを含めてやっぱりそれをしない時はなかなか解決しない。 
　やっぱりＰＴＡ入んないからいいよっていう，スマホ預けたらいっ
ちゃ，見らいん成績悪くなったらって言わないよ。自ずくは、 そし
たら俺いいよ勉強なんかできねたっていって。論理になっていった
ら、その子たちは別な意味で救わなきゃない。だと私は思ってます。
すいません。

教育長 　気づいたところをコツコツとね，やっていく。そして、ちょっと今
までの状況と時代の変化というか，若手教員とか投資不足とか，そう
いうのもちょっと影響はあるんだろうなと思います。だから、そうい
うところにこうちょっとしっかりと取り組んでいくということにもな
るし，あと，具体的にも通知についてはマイナスなんだよお宅の学校
はということで、校長にははっきりと言ってます。 
　あんまり公表しない，それから言わないということで，しばらく来
てたんですよね。でも，自分の学校についてはわかってもいいし，い
や，大崎の他の学校についても，やっぱり現実直視をして，であれば
子供たちを見て何ができるのかということもありますよね。正直言う
と，全国学テを毎年やるのも大変なことだなっていう気もしてます
よ。ええ。それは国にも私たち教育長部会を通してやってるんですけ
どねえ，やっぱり大変ですね。
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それから問題を解いてみて気づかれると思うんですけど，基礎基本で

はなくて，実は探求力とか、解決能力のテストになってますから。読

めないとダメなんだね。そうすると読まないとできないんではなく

て，やらないになってんだね，最後までもうやらないね。そういうと

ころから学力が低下してるって言われても，ちょっと趣旨は違うんだ

ろうなと思います。国はこんな分厚い，対策本みたくしてくるんです

けど，おそらくそれ国のやつ読まないですね。 
　ということで，歯車の空回りもあるんだろうな。もうほとんど全国
よりマイナスな私たちでも，例えば国語の点数はこのぐらいの範囲に
全国が入るようなテストですから，ちょっと算数・数学が低いんです
けど、この範囲にみんな入るのですから，始まった時は、バーンとば
らついているんですよ。だから，全国と比較して何ポイント低いって
いうのは，言わば誤差範囲のレベルにまで今来ているっていう事実も
しっかりと捉えた方がいいと思いますね。低いのでなくて，このぐら
いに日本の教育はなっているのだっていうそこまではきてるんです
ね。
ですから，あとは根気強く読む子供をどう育てるかとか，それから学
びに向かって、うちでも勉強したくなるようにするのにはどうしたら
いいかという観点から対策を考える必要があるんだなと思っておりま
す。
　なんとか今度は，全国平均に追いつくように。やっぱり悔しいです
から，思いますものねえ。１番になる気はありませんけどね，目標は
全国平均を超えたいと，そうは思います。そして，またこれを励みに
して大崎の魅力の１つにもなっていければいいのかなと。 
　先生たちもこの大崎で育ってくれればいいなとは思います。
　また，４月の校長会を過ごしながら，少し意識の統一と，それから
先生方の頑張りに気をつけるような取り組みをしていきたいと思って
ました。よろしくお願いします

　よろしいですかね。報告ということで終わらせていただきたいと思
います。
　ほかになければ，本案については了といたします。

教育長 　本日の報告案件については以上となりますが，委員の皆さんから，
ほかに何かございますか。

（なしの声）

教育長 　ないようですので，以上で本日の教育委員会定例会を終了いたしま

す。

教育長 　次に，各課・館の報告に入ります。
教育部長→教育部参事→教育総務課長→学校教育課長→生涯学習課長

→文化財課長→地域交流センター長→図書館長→学校教育課副参事
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閉　　会 この会議録の作成者は次のとおりである。

　　　　　教育総務課　総務担当　主幹兼係長　髙橋　香

　上記記録の正確なることを認め，ここに署名する。

　令和　　 　年　 　　月　　　 日

　　　　　教 育 長

　　　　　署名委員
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